
 

1 

岡山大学大学院保健学研究科研究倫理審査委員会内規 

制定 令和５年８月４日 

一部改正 令和５年１１月１４日 

一部改正 令和６年１月１７日 

一部改正 令和６年６月１１日 

 （設置） 

第１条 岡山大学大学院保健学研究科（以下「本研究科」という。）に，岡山大学学術研究

院保健学域（以下「保健学域」という。）に所属する教員及び本研究科学生（岡山大学医

学部保健学科（以下「保健学科」という。）に在学する学生を含む。以下，「研究者等」

という。）の研究に係る審査を行う委員会として，岡山大学大学院保健学研究科研究倫理

審査委員会（以下「倫理委員会」という。）を置く。 

（任務） 

第２条 倫理委員会は，研究者等から申請のあった研究等について，岡山大学大学院保健

学研究科長（以下「研究科長」という。）の諮問に応じて，次に掲げる事項等に関して審

議し，文書により答申を行う。 

 一 「人を対象とする非医学系研究」に該当するか否かの判定 

二 「人を対象とする非医学系研究」に係る研究実施の適否等に関する審査 

三 その他本研究科における研究に関する事項等 

（審査事項） 

第３条 倫理委員会は，人を対象とする非医学系研究については，研究者等からの申請に

基づき，実施計画の内容について倫理的観点及び科学的観点から，特に次に掲げる事項

に留意して審査するものとする。 

一 研究の対象となる者（以下「研究対象者」という。）の人権の擁護 

二 研究対象者に理解を求め，同意を得る方法 

三 研究対象者への不利益及び危険性に対する配慮 

四 研究対象者の個人情報及びプライバシーの保護に関する配慮 

（組織） 

第４条 倫理委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 本研究科副研究科長のうちから研究科長が指名する者 １名 

二 保健学域所属の教授又は准教授のうちから研究科長が指名する者 １名 

三 本研究科各分野から選出された教授，准教授又は講師（保健学域所属の者に限る。） 

看護学分野７名，放射線技術科学分野２名，検査技術科学分野２名 

四 岡山大学病院新医療研究開発センター教員 １名 

五 人文・社会科学に関し専門的な知識を有する他学域所属の教員 １名 

六 その他審議事項により委員長が必要と認める者 若干名 

２ 倫理委員会は，男女両性で構成するものとする。 

３ 第１項第１号から第６号までの委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠

員を生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長）   

第５条 倫理委員会に委員長及び副委員長を置き，委員長は前条第１項第１号の委員をも

って充て，副委員長は前条第１項第２号及び第４号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は，倫理委員会を招集し，議長となる。 
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３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代行する。 

 （看護学分野倫理審査委員会） 

第６条 倫理委員会に，保健学科看護学専攻に在学する学生の卒業研究等に係る審査を行

う委員会として，岡山大学大学院保健学研究科研究倫理審査委員会看護学分野倫理審査 

  委員会（以下「看護学分野倫理審査委員会」という。）を置く。 

２ 看護学分野倫理審査委員会は，委員会での審査結果等について倫理委員会に報告する

ものとする。 

３ 看護学分野倫理審査委員会に関し，必要な事項は，別に定める。  

（審査申請） 

第７条 倫理委員会での審査を希望する研究者等は，研究開始前に研究倫理審査申請書（様

式１－１）に審査に必要な書類を添付の上，研究科長に申請する。 

２ 研究科長は，前項の申請を受けたときは，倫理委員会に審査を諮問する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，研究者等は当該研究が次の各号に該当すると判断する場

合には，各委員会に審査を申請するものとする。 

 一 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚

生労働省・経済産業省告示第１号。以下「倫理指針」という。）の適用を受ける研究 

岡山大学医療系部局臨床研究審査専門委員会（以下「医療系部局委員会」という。） 

 二 保健学科看護学専攻に在学する学生の卒業研究等（審査申請の時点で学会誌等への

投稿又は学会等の学外発表を希望する研究を除く。）  看護学分野倫理審査委員会 

４ 当該研究が前項第一号に該当し，医療系部局委員会に審査を申請した研究者等は，当

該審査終了後，医療系部局臨床研究審査専門委員会受審報告書（様式２）により，研究

科長に速やかに報告するものとする。 

５ 第３項第２号に該当する研究のうち，看護学分野倫理審査委員会による審査にて承認

を得た後，学会誌等への投稿又は学会等の学外発表を希望する研究については，本委員

会での審査について，研究倫理再審査申請書（様式１－２）に審査に必要な書類を添付

の上，研究科長に申請するものとする。 

（予備審査） 

第８条 委員長及び副委員長は，前条第２項の研究科長からの諮問を受け，当該研究内容

を確認し，審査方針等を決定する。 

２ 前項の審査の結果，当該研究が倫理指針の適用を受ける研究である場合には，その結

果を研究科長に報告し，当該研究については医療系部局委員会での審査が必要な旨を申

請者に通知するよう答申する。 

３ 第１項の審査の結果，当該研究が前条第３項第２号に該当する場合には，看護学分野

倫理審査委員会にて審査する。 

 （開催）       

第９条 倫理委員会は，委員長が必要に応じて招集するものとする。 

（議事） 

第１０条 倫理委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ，議事を開くことができ

ない。ただし，委員自らが携わる研究について審査を受ける場合には，委員として当該

審査に加わることはできないものとし，当該研究に係る審査においては委員の数から除

くものとする。 

２ 倫理委員会の議事は，出席者の過半数で決し，可否同数の場合は，議長の決するとこ



 

3 

ろによる。 

 （判定） 

第１１条 倫理委員会における審査の判定は，出席委員全員の合意によるものとし，次の

各号に掲げる表示により行う。 

一 承認 

二 条件付承認 

三 計画変更の勧告 

四 不承認 

五 非該当 

（意見の聴取） 

第１２条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことが

できる。 

（書面審査） 

第１３条 倫理委員会は，軽易な事項の審査について，委員長が次の各号のいずれかに該

当すると認める場合は，第９条及び第１０条に基づき行う審査（以下「対面審査」とい

う。）に代えて，書面審査に付することができるものとする。 

一 研究計画の軽微な変更 

二 共同研究であって，既に主たる研究機関において倫理審査委員会等の承認を受けた

研究計画を分担研究機関として実施しようとする場合の研究計画 

三 研究対象者に対して最小限の危険（日常生活や日常的な医学的検査で被る身体的，

心理的，社会的危害の可能性の限度を超えない危険であって，社会的に許容される種

類のものをいう。）を超える危険を含まない研究計画  

四 その他委員長が書面審査での審査が適当と判断する研究計画等 

２ 前項各号の審査は，委員長が審査ごとに委員のうちから審査責任者及び審査員を指名

し，指名された２名の委員が適宜書面により行なう。この場合，委員長は，審査の公平

性，中立性等を考慮し，審査を担当する委員を指名しなければならない。 

３ 書面審査の判定は，審査を担当する委員２名の合意により決する。なお，書面審査の

過程において対面審査の方が適していると判断された場合には，対面審査に変更する。 

４ 審査責任者は，前項の書面審査の結果を委員長に報告し，委員長は，すべての委員に

その審査結果を報告しなければならない。 

（審査結果通知） 

第１４条 委員長は，審査終了後，速やかにその結果を研究倫理審査報告書（様式３）に

より研究科長に報告しなければならない。 

２ 研究科長は，前項の報告を尊重し，審査結果を研究倫理審査結果通知書（様式４）に

より申請者に速やかに通知する。 

（修正再審査申請等） 

第１５条 申請者は，審査の判定結果が第１１条第２号（条件付承認）又は第３号（計画

変更の勧告）に該当する場合には研究倫理審査結果通知書の通知日から３カ月以内に研

究倫理修正再審査申請書（様式５）及び必要書類等を提出することにより継続した審査

を受けることができる。なお，期限を過ぎた後は，継続した審査を希望する場合であっ

ても，第７条第１項により改めて審査を申請しなければならない。  

２ 申請者は，第１１条第３号（計画変更の勧告）の判定を受けた研究の申請を取り下げ
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る場合には，倫理審査申請取下げ申出書（様式６）により申し出るものとする。 

（異議申立及び判定の通知） 

第１６条 申請者は，第１４条第２項の通知に対して，その結果に異議がある場合には，

研究倫理審査結果通知書の通知日から１０日以内に，研究倫理審査結果異議申立書（様

式７）により研究科長に異議申立をすることができる。 

２ 倫理委員会は，研究科長の諮問により，前項の異議申立に対して速やかに審議を行い，

その結果を研究倫理審査報告書（様式３）により研究科長に報告する。 

３ 研究科長は，前項の報告を尊重し，異議申立てに対する審査結果を異議申立に対する

審査結果通知書（様式８）により申請者に通知しなければならない。 

（証明書の発行）   

第１７条 研究科長は，申請者が次の各号の目的のために研究倫理審査承認証明書（様式

９）を必要とする場合に，これを発行する。 

一 当該研究の成果の発表又は学術雑誌等に投稿する場合に，発表又は投稿の規定によ

り，審査の証明書等の添付が必要なとき 

二 当該研究の実施に当たり，研究材料等の入手のために，審査の証明書等を必要とす

るとき 

２ 申請者は，前項の証明書の発行を希望する場合には，研究倫理審査証明発行申請書（様

式１０）により研究科長に申請しなければならない。 

（研究計画の変更） 

第１８条 申請者は，既に承認された研究実施計画を変更しようとする場合は，事前に研

究計画変更申請書（様式１１）に必要書類を添付の上，研究科長に申請しなければなら

ない。 

２ 倫理委員会は，研究科長の諮問により，前項の研究実施計画の変更に対して速やかに

審査を行い，その結果を研究倫理審査報告書（様式３）により研究科長に報告する。 

３ 研究科長は，前項の報告を尊重し，審査結果を研究倫理審査結果通知書（様式４）に

より申請者に速やかに通知する。 

（研究の終了又は中止の報告） 

第１９条 申請者は，当該研究を終了又は中止したときは，研究科長に研究倫理審査終了

（中止）報告書（様式１２）を提出しなければならない。 

（記録の保存） 

第２０条 倫理委員会における審査の経過及び結果の記録等は，１０年間保存するものと

する。 

（委員の守秘義務） 

第２１条 委員は，職務上知り得た審査に関する情報を正当な理由なく他に漏らしてはな

らない。また，委員を退いた後も同様とする。 

（事務） 

第２２条 倫理委員会に関する事務は，医歯薬学総合研究科等総務課において担当する。 

（雑則） 

第２３条 この内規に定めるもののほか，倫理委員会の議事及び運営に関し必要な事項は，

倫理委員会が別に定める。 

２ 特別の事情により，この内規により難いと研究科長が認める場合は，別段の取扱いを

することができる。 
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附 則 

１ この内規は，令和５年９月１日から施行する。 

２ この内規の制定後最初に任命された第４条第１項第１号から第４号までの委員の任期

は，同条第３項の規定にかかわらず，令和７年３月３１日までとする。 

附 則 

１ この内規は，令和５年１１月１４日から施行する。 

２ この内規の改正により任命された第４条第１項第２号の委員の任期は，同条第３項の 

規定にかかわらず，令和７年３月３１日までとする。 

附 則 

１ この内規は，令和６年２月１日から施行する。 

２ この内規の改正により任命された第４条第１項第２号及び第３号の委員の任期は，同

条第３項の規定にかかわらず，令和７年３月３１日までとする。 

３ この内規の施行日前日までに改正前の内規により申請された研究計画については，第

１項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則 

１ この内規は，令和６年６月１１日から施行する。 

２ この内規の施行日前日までに改正前の内規により申請された研究計画については，第

１項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

様式１－１（第７条第１項関係）   

 

研 究 倫 理 審 査 申 請 書 
 

申請日：西暦    年  月  日 

                               申請者： 

                               所属･職名：   

 研究責任者：氏名                

        所属           職名   

 

研究分担者：（実情に応じて，行を追加・削除してください。）  

氏名           所属：            職名：         

氏名           所属：            職名：        

氏名           所属：            職名：          

 

１．研究課題名                       

                                             

                                              

 

２．実施機関 

□岡山大学単独での研究  

□岡山大学を主管校とする多機関共同研究（全機関名を列挙又はリストを添付) 

□他機関を主管校とする多機関共同研究（全機関名を列挙又はリストを添付） 

 

３．添付書類   

□対象者への説明書  □同意書  □同意撤回書 

□多機関共同研究の場合： 

  □全国等共通プロトコール □主管校(本学以外)の倫理委員会承認通知書(写) 

□質問紙調査票（名称：                      ） 

□面接ガイド 

  □その他（名称：                        ） 

 

４．研究実施計画 

１）研究の背景 

 

２）研究目的 

  

３）研究内容，具体的方法 
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※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

４）予想される医療保健福祉の貢献・意義 

   

５）研究対象者    

（１）対象者の種別・人数 

□健常者（   人 [そのうち本学の対象健常者   人] ） 

   具体的に対象とする者： 

  

□患 者（   人 [そのうち本学の対象患者    人] ）  

   具体的疾患名： 

□岡山大学病院を受診する外来患者 

      □岡山大学病院の入院患者 

□上記以外の機関(機関名：          )を受診する外来患者 

□上記以外の機関(機関名：          )の入院患者 

 

□その他（具体的に対象とする者：                 ） 

 

（２）対象者の年齢    

□高齢者（65歳以上）  □成人（65歳未満 18 歳以上）  □18歳未満 

 

（３）対象者の募集方法  

□対象となる者に直接依頼   

□インターネットへの情報公開及びポスター掲示による募集  

 (ポスター掲示場所：                      ） 

    □その他（                             ） 

   

６）研究実施期間 

始期  ：  研究実施機関の長承認後  

終期  ：    年  月  日 

     
（調査実施期間：    年  月  日 ～     年  月  日） 

 

７）研究実施・保管場所 

 

８）研究資金 

□運営費交付金：    円   □産学連携等研究費：    円 

□科学研究費補助金（種目：          ）：    円 

□その他（             ）:       円 

   

５．研究に使用する情報・試料と取り扱い 

１）使用する情報 

（１）調査内容等 

□質問紙調査：測定尺度名（                          ） 

 □面接調査 ：1 回当たりの面接時間    分間  ／ 面接回数     回 

 □その他（                                  ） 



 

3 
 

※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

 

（２）試料（ヒト組織・体液等） 

 □使用する 

使用する試料の種類： 

□健常者   □患者 

     採取回数：期間中  回  １回当りの量：   

 

対象者の同意の有無 

□同意あり（同意を得た時の説明書等を添付）  

□同意なし（□研究承認後新たに同意を得る  □新たに同意を得る予定はない） 

新たに同意を得ない理由： 

 

□使用しない 

 

２）情報・試料の保存・廃棄 

（１）研究期間中に，対象者が研究参加の意思表示を撤回した場合 

□情報・試料を廃棄する 

□情報・試料を廃棄しない 

理由：□匿名化され，対応表がないために資料を識別できない  

□その他（                             ） 

 （２）研究終了後 

  □研究終了後，情報・試料を保存する   

情報・試料の種類：  

保存の理由： 

 

□保存した情報を別の目的に使用する 

□その際は，本学倫理委員会に改めて申請し承認を得る 

□その際は，改めて対象者の同意を得る 

□その際は，改めて対象者の同意を得ない 

         改めて同意を得ない理由：  

□保存した情報を別の目的には使用しない 

 

保存場所： 

□岡山大学 (具体的な保存場所：          □施錠可能 □施錠不可能） 

□共同研究機関(具体的な保存場所：         □施錠可能 □施錠不可能） 

    

□研究終了後，情報・試料を廃棄する   

情報・試料の種類：  

廃棄の方法： 

□シュレッダーにて裁断  □デジタルデータの消去（再生不能）  

□その他（                                ） 

 

３）情報解析の外部への委託  

□委託する 

  解析を委託する情報の種類： 
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※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

外部委託機関名及び所在地：  

匿名化の方法：  

 

□委託しない 

６．インフォームド・コンセント（アセント）の手続き 

１）手続き方法 

  

２）同意取得の具体的方法 

 

７．対象者の保護等 

１）個人情報の取り扱い 

（１）特定の個人を識別できる情報（氏名，生年月日，住所，顔画像，ゲノムデータ，等）を 

□収集する 

□収集しない 

        

（２）要配慮個人情報（社会的身分，病歴，診断や検査結果，診療や治療内容，障害の状況，等）を 

□収集する 

□収集しない 

        

２）匿名化 

（１）匿名化の方法 
 
（２）匿名化の時期：□研究開始時     □データ入手直後 □全データ取得時  

□拒否機会期限終了時 □研究終了時   □その他（         ）    

 
（３）対応表：□作成しない 

□作成する  

       理由： 

       管理方法： 

        

３）対象者の自由な選択の保障 

何ら不利益をうけることなく，自由意思で研究への参加・不参加を選択できることの保障 

□する 

   □しない 

     理由： 

 

研究参加の意思表示を撤回できることを保障する 

 □する 

 □しない 

   理由： 
 

４）対象者の費用負担 

□有 
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※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

□全額自己負担（負担額：       円） 

□一部自己負担（負担額：       円）     

□その他（              ） 

□無 

  ５）研究に参加した場合に対象者が受ける利益・不利益，危険性  

利益   □有  内容： 

□無  

  

不利益  □有  内容： 

□無 

   

危険性  □有  内容： 

□無  

        

６）代諾者の選定 

□代諾者を置く  

 理由： 

          

被代諾者の種類 

□未成年（□18 歳未満 16歳以上 □16 歳未満） 

□未成年であっても 16歳以上の場合は代諾者とともに本人の承諾も得る 

□認知症等で本人の意思が確認できない成人 

□死者 

□その他（                ） 

 

代諾者の種類 

□父母  □親権者 □配偶者 □成人の子 □成人の兄弟姉妹又は孫 

□祖父母 □同居の親族又はそれらの近親者に準ずると考えられる者 

□後見人 □保佐人 □その他（                       ） 

        

□代諾者を置かない 

         

７）損失補償（本研究の実施によって発生する損失） 

□有 

補償の内容： 

□無  

 

８．研究結果・利益 

１) 研究結果の開示 

□本人に開示する 

□原則として開示  □希望者に開示 

□本人に開示しない  

理由：            
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※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

代諾者が存在する場合 

□代諾者に開示する 

   □原則として開示  □本人の同意を条件として開示  □希望者に開示 

□代諾者に開示しない 

理由：  

□家族等（遺族を含む）に開示する 

□原則として開示  □本人の同意を条件として開示  □希望者に開示   

□家族等（遺族を含む）に開示しない  

理由：  

       

２) 研究結果の公開 

□公開する  

公開の方法：□論文発表  □学会発表  □インターネット掲載  

□その他（                       ） 

       

□公開しない 

 理由： 

  

３)研究利益 

研究の完成によって得られる経済的利益（企業からの寄付等。特許によるものを除く）の有無 

□有 その経済的利益の拠出機関（企業名等）：           

         その経済的利益の帰属先： 

□研究者個人 □（     分野＜または科，部等＞） □その他（      ） 

□無  

 

４）利益相反 

     □ 有    内容： 

対処法：                                 

  □ 無  

 

９．共同研究機関 

□無 

□有 

共同研究機関の名称（多数の場合は別紙に記載し添付）： 

        

共同研究者 所属・職名・氏名（多数の場合は別紙に記載し添付）： 

       

主管となる機関の名称： 

本研究における岡山大学の役割（該当する項目はすべて記入） 

□研究の総括 □情報・試料の収集 □データ分析  

□その他：具体的に記入（                            ） 

本研究における共同研究機関の役割（該当する項目はすべて記入） 

□研究の総括 □情報・試料の収集 □データ分析  

□その他：具体的に記入（                            ） 
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※項目を選択する場合：□を■に塗りつぶすこと，句読点：「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」を使用 
 

 

他機関が主管となる場合の当該機関における倫理審査委員会の承認 

□有（承認通知書のコピーを添付） 

□無 

１０．本研究の問い合わせ先   

申請者 

所属：        

職名：          氏名：            

学内内線番号：      PHS(所有している場合)：       

e-mail：  

 

  



様式１－２（第７条第５項関係） 
 

研究倫理再審査申請書 
（看護学分野倫理審査委員会承認研究） 

 
西暦    年  月  日 

 大学院保健学研究科長   殿 
 
                       申 請 者 
                         所 属 
                         職 名 
                         氏 名           
 
貴研究科 看護学分野倫理審査委員会にて承認済みの下記研究について、再審査を申請

します。 
記 

１．研究課題名： 
２．承認番号： 
３．承認日： 
４．再審査を希望する理由： 
５．現在の研究進捗状況：  
 

 
※提出書類： 
①研究倫理再審査申請書（看護学分野倫理審査委員会承認研究）（様式１－２）（本紙） 
②看護学分野倫理審査委員会による審査にて承認済の当該研究に関する申請書類一式（※） 
 （※）承認された時点でのもの 
③すでに発行されている研究倫理審査結果通知書 
④再審査にあたり，必要となる追加資料（特に無い場合は，不要） 
 

以 上 



保 健 学 研 究 科 長　　殿

所属：

職名：

氏名：

以　上　

様式２（第７条第４項関係）

医療系部局臨床研究審査専門委員会受審報告書

　下記のとおり、医療系部局臨床研究審査専門委員会による審査を受けましたので、
報告します。

記

申 請 日

研 究 課 題 名

 研究代表者
　氏名（所属・職名）

承 認 番 号

承 認 決 定 日

特 記 事 項

　※　研究分担者が４名以上いる場合には、そのうち３名のみ記載して下さい。

 研究分担者
　氏名（所属・職名）

（※）

西暦　　　　年　　月　　日



西暦

保 健 学 研 究 科 長　　殿

□

判 定 日

判 定 結 果 □ □ □ 非該当

判定の理由

□

審 査 委 員

判 定 日

判 定 結 果 □ 承　認 □ □ □ 不承認 □ 非該当

判定の理由

特 記 事 項

□

開 催 日

出 席 委 員

欠 席 委 員

判 定 結 果 □ 承　認 □ □ □ 不承認 □ 非該当

判定の理由

特 記 事 項

　　年　　月　　日

 ※　該当する項目を□から■に変更してください。

様式３（第１４条第１項関係）

  　  研究倫理審査委員会委員長

研究倫理審査報告書

特 記 事 項

予　備　審　査

対面審査

本研究については，岡山大学医療系部局生命倫理審査委員会へ審査を申請
するよう指示してください。

　貴殿より諮問のあった研究につきまして，保健学研究科研究倫理審査委員会にて審査した結果
を下記のとおり報告します。

記

以　上

課 題 番 号

研 究 課 題 名

申 請 者 氏 名

条件付承認 計画変更の勧告

書面審査

条件付承認

　　　審査責任者

書　面　審　査

対　面　審　査

計画変更の勧告

□



 

様式４（第１４条第２項関係） 

 

研究倫理審査結果通知書 

 

西暦    年  月  日 

申請者 

    〇 〇 〇 〇  殿 

 

大学院保健学研究科長 

                           〇 〇 〇 〇 

                            （公印省略） 

 

貴殿より申請のあった研究計画を研究倫理審査委員会で審査し、下記のとおり判定

したので通知します。 

 

記 

研究課題名： 

 

課 題 番 号： 

 

判 定 結 果 

□ 承 認     □ 条件付承認    □ 計画変更の勧告 

 

□ 不承認    □ 非該当 

 

 

 

 

判 定 の 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承 認 番 号  

以 上 



様式５（第１５条第１項関係） 
 

研究倫理修正再審査申請書 
 

西暦    年  月  日 
 大学院保健学研究科長   殿 
 
                       申 請 者 
                         所 属 
                         職 名 
                         氏 名           
 
貴研究科にて指摘された点について、以下のように修正いたしましたので、再審査を申請

いたします。 
記 

１．研究課題名： 
２．課題番号： 
３．前回結果の通知日： 
４．前回の審査結果： □条件付承認  □計画変更の勧告   
５．修正内容 
 

研究倫理審査委員会からの指摘 修正後 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 修正個所を網掛け・下線等で明示した研究倫理審査申請書とともに、ご提出ください。 
 

以 上 



Ver.202304 
様式６（第１５条第２項関係）  
 
 

倫理審査申請取下げ申出書 
 

 

                                                          申請日：西暦  年  月  日 
 

 
大学院保健学研究科長  殿 

                                                 
 

 

                            申請者 
所 属： 

職 名： 

氏 名： 

 
 
              

 

貴研究科における審査の結果、「計画変更の勧告」となった下記の研究課題について、倫理審査の申

請の取り下げを申し出ます。 
 
 

記 
 
 
 
 
１．申出年月日     西暦     年     月 
 
 
２．研究課題名                                                                         
 
 
 
 
 

以 上 



様式７（第１６条第１項関係） 
 

研究倫理審査結果異議申立書 
 

西暦    年  月  日 
 

 大 学 院 保 健 学 研 究 科 長   殿 
 
                       申 請 者 
                         所 属 
                         職 名 
                         氏 名           
 
貴研究科にて示された審査結果について、以下のように異議申し立ていたします。 
 

記 
１．研究課題名： 
２．課題番号： 
３．前回結果の通知日： 
４．前回の審査結果： □条件付承認  □計画変更の勧告  □不承認  □非該当 
５．申立内容 
 

研究倫理審査委員会からの指摘 意見 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以 上 



 

様式８（第１６条第３項関係） 
 

 

異議申立に対する審査結果通知書 

 

西暦    年  月  日 

 

申請者 

   〇 〇 〇 〇  殿 

 

大学院保健学研究科長 

                             〇 〇 〇 〇 

                              （公印省略） 

 

貴殿から異議申立のあった研究計画を研究倫理審査委員会で審査し、下記のとおり

判定したので通知します。 

 

記 
研究課題名： 

 

課 題 番 号： 

 

判 定 結 果 

□ 承 認     □ 条件付承認    □ 計画変更の勧告 

 

□ 不承認    □ 非該当 

 

 

 

 

判 定 の 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承 認 番 号  

以 上 



 

様式９（第１７条第１項関係） 

 

 

研究倫理審査承認証明書 

 

西暦    年  月  日 

 

 

    〇 〇 〇 〇  殿 

 

岡山大学大学院保健学研究科長 

                             〇 〇 〇 〇 

（公印省略） 

 

 下記の研究に関して、岡山大学大学院保健学研究科研究倫理審査委員会にて慎重に

審査した結果、当該研究計画を承認いたしましたことを証明します。 

 

記 
 

承認番号（承認日）  

研 究 課 題 名  

申 請 者 氏 名  

研 究 実 施 期 間  

備     考  

 
以 上 



様式１０（第１７条第２項関係） 

 

研究倫理審査証明発行申請書 

 

                                               西暦    年  月  日 

 

大学院保健学研究科長 殿 

 

                     所 属 

                     職 名 

                      氏 名               

 

  岡山大学大学院保健学研究科研究倫理審査委員会内規第１７条第２項に基づき、研究

に係わる論文等の発表又は研究助成申請のため、下記のとおり、研究倫理審査証明書の

発行を申請します。 

 

記  

 

承認番号（承認日）  

 

研究課題名  

 

申請者氏名  

 

使  用 目  的 

 

証明書提出先 

 

 

                           以  上  

 



Ver.20240117 

様式１１（第１８条第１項関係） 

 

研 究 計 画 変 更 申 請 書 

 

                                                          申請日：西暦  年  月  日 

 

承認番号：           

大学院保健学研究科長   殿  

 

申請者 

所 属： 

職 名： 

氏 名： 

 

下記のとおり過去に承認になった研究計画の変更を申請します。 

 

１）過去に承認になった研究課題名等 

 承認番号： 

 研究課題： 

 承認年月日： 西暦    年  月  日 

 

２）変更・追加の種類（変更箇所の□を■に変更し，該当箇所のみ記載） 

   
 

変更前 
 

変更・追加後 
 

 □分担研究者 
  

 

 □研究期間 
  

 

 □実施場所 
  

 

 □共同研究機関 
  

 

 □その他 
  

 

３）変更・追加の理由 

 

 

 

４）変更・追加によって生じる問題とその対応 

 

 

 

５添付書類（今回添付している書類の□を■に変更） 

  □申請書 □説明書 □同意書・同意撤回書 □その他（       ） 

 

 

※承認完了まで研究が開始できませんので、予めご了承ください。 



様式１２（第１９条関係） 
 

研究倫理審査終了（中止）報告書 
 

西暦    年  月  日 
 

 大 学 院 保 健 学 研 究 科 長  殿 
 
                       申 請 者 
                        所 属 
                        職 名 
                        氏 名            
 

承認番号              

研究課題名                              

     
 

 年 月 日付けで承認を受けた上記研究課題について，   年 月 日をもっ

て終了（中止）しましたので，下記のとおり報告いたします。 
 

記 
 
１．研究実施期間    年  月  日 ～   年  月  日 
 
２．中止の理由（終了の場合は記入不要）                      

      
 
 
３．研究概要 
 
 
 
４．その他参考となる事項 
 
 

以 上 
 

※ 終了又は中止を削除して作成してください。 
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